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第１章   世田谷区の基礎データ 

 

 

 

１ 人口と世帯数の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年１月１日 

「住民基本台帳」より作成 

 

２ 面積と人口密度（平成２２年） 
 

人 口 
地域 世帯数 

総数 男 女 

0～15歳

人口 

0～15歳

割合 

面積 

（ｋ㎡） 

人口密度 

（人／ｋ㎡） 

0～15歳まで

人口密度

（人／ｋ㎡）

区内全域 432,941 831,654 397,914 433,740 99,392 12.0% 58.084 14,318 1,711 

世田谷地域 126,208 228,931 108,934 119,997 24,601 10.7% 12.333 18,562 1,995 

北沢地域 80,244 141,432 67,386 74,046 13,223 9.3% 8.645 16,360 1,530 

玉川地域 100,357 204,054 96,531 107,523 26,460 13.0% 15.820 12,898 1,673 

砧地域 69,738 148,869 72,539 76,330 22,075 14.8% 13.566 10,974 1,627 

烏山地域 56,394 108,368 52,524 55,844 13,033 12.0% 7.720 14,037 1,688 

 
※平成2２年１月１日現在 

「世田谷区統計書」（世田谷区）より作成 
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３ 人口の将来推計値 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世田谷区将来人口の推計」（19年３月／世田谷区）より作成 

 

 

４ 児童人口の推移と将来推計値 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

※各年１月１日現在 

「住民基本台帳」及び「世田谷区将来人口の推計」（19年３月／世田谷区）より作成 
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５ 婚姻及び離婚件数の推移 
 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世田谷の地域保健（平成17～21年度版）」（世田谷区）より作成 

 

 

６ 出生率の推移 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世田谷の地域保健（平成21年度版）」（世田谷区）より作成 

 



 

4 

22.8% 24.1% 22.1%

43.9% 42.0%
43.2% 42.5%

41.8%

23.7% 24.2% 25.8% 26.5% 28.5%

5.4%
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７ 母の出産時年齢比率の推移 
  

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「世田谷の地域保健（平成17～21年度版）」（世田谷区）より作成 

 

 

８ 出生順位別出生子数（平成２０年） 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「世田谷の地域保健（平成21年度版）」（世田谷区）より作成 
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父親母親
 55.4%

無回答
 9.5%

相談しない
 10.5%

友達
 14.9%

その他
1.3%

児童館職員
 1.2%

塾・習い事の
先生0.4%

学校の先生
 2.5%

兄弟姉妹
 3.4%

祖父母 0.9%

父親・母親
21.2%

無回答
 12.7%

相談しない
 20.0%

友達・先輩
 32.8%その他 2.3%

児童館職員 2.7%

塾や習い事の
先生 1.7%

学校の先生
2.5%

兄弟姉妹 3.5%

祖父母 0.6%

悩みが
ある
48.2%

悩みは
ない
51.8%

悩みが
ある
27.2%

悩みは
ない
72.8%

第２章   計画の柱立て資料 
 

 

Ⅰ 子ども支援 

１ 子どもの成長の支援 

 

困っていることや悩んでいること 
 

小学生                中学生・高校生 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

単一回答 

調査対象:世田谷区内の児童館利用の小学生677人、中高生481人 

「児童館子どもアンケート（小学生）」（平成20年／世田谷区）及び 

「児童館の利用等に関するアンケート（中高生世代）」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

 

困っていることや悩んでいることの相談先 
  

  小学生              中学生・高校生 

 

 

 

 

  

 

 

  

 
 

単一回答 

調査対象:世田谷区内の児童館利用の小学生677人、中高生481人 

「児童館子どもアンケート（小学生）」（平成20年／世田谷区）及び 

「児童館の利用等に関するアンケート（中高生世代）」（平成20年／世田谷区）より作成 
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行っている
57.6%

行って
いない
41.0%

無回答
1.5%

無回答
1.9%

行って
いない
17.3%

行っている
80.8%

 

塾や習いごとに行っているか 
 

小学生                  中学生・高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単一回答 

調査対象:世田谷区内の児童館利用の小学生677人、中高生481人 

「児童館子どもアンケート（小学生）」（平成20年／世田谷区）及び 

「児童館の利用等に関するアンケート（中高生世代）」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

 

子どもが自らの力で自分の考えや目標を実現できるようになるために

必要な支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単一回答 

調査対象：第12期世田谷区区政モニター146人 

「第５回区政モニターアンケート」（平成20年７月／世田谷区）より作成 

 

 

17.1%

11.6%

26.0%

6.8%

38.4%

0% 20% 40%

親からの子どもへの支援

子どもが通う学校の支援

行政による子ども向け支援

地域コミュニティによる子どもへの支援

その他
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710,736
675,344

727,303 757,965 746,449 752,523

1,099,330

1,238,666
1,281,029 1,301,484

1,255,211
1,215,667

0

350,000

700,000

1,050,000

1,400,000

平成15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

（人）

児童館 新BOP

19.9% 21.8% 23.7% 24.5% 24.3% 22.9%

48.9% 43.7% 42.4% 40.6% 40.8% 42.6%

7.9%
9.1% 7.6% 7.5% 7.3% 7.7%

21.3% 24.4% 25.4% 25.8% 24.7%

2.1% 2.5% 1.9% 2.1% 1.7% 2.2%

22.9%

0%

50%

100%

平成15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

幼児 小学生 中学生 高校生等 保護者等

 

児童館の入館者数・新ＢＯＰの参加人数の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「世田谷区統計書」及び「教育のあらまし『せたがや』（平成16～21年度版）」（世田谷区）より作成 

 

 

児童館の入館者別構成比の推移 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世田谷区統計書」及び「教育のあらまし『せたがや』（平成16～21年度版）」（世田谷区）より作成 
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21.9% 21.9% 20.3% 23.4%

31.3% 32.8% 37.5% 34.4%

26.6% 25.0%
25.0%

31.3%

20.3% 20.3% 17.2%
10.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成17年度 18年度 19年度 20年度

～49人 50～69人 70～89人 90人～

 

新ＢＯＰの１日平均参加人数の構成比の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教育のあらまし『せたがや』（平成18～21年度版）」（世田谷区）より作成 

 

 

学童クラブ・ＢＯＰ・児童館を利用したい理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 学童クラブ・BOPには「4」「5」「7」、児童館には「3」の項目はなし  

単一回答 

調査対象：世田谷区在住の6歳から9歳までの就学児童の保護者1,297人 

「『世田谷区子ども計画』ニーズ調査」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

学童クラブ BOP 児童館

1 安全な活動のできる場所 66.4% 77.4% 53.4%

2 友達と遊んだり交流できる 9.4% 13.8% 30.1%

3 校庭や体育館などで遊べる 0.7% 4.6%

4 中高生と一緒に活動できる 1.9%

5 他の学校の児童と交流できる 1.0%

6 日常活動や行事が楽しい 0.0% 0.5% 1.9%

7 子どもが遊べる設備がある 4.9%

8 保護者の就労等により留守番させられない 21.5% 2.5% 1.0%

9 放課後過ごせる場所を他に知らない 0.0% 0.2% 3.9%

10 その他 2.0% 0.9% 1.9%
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２ 次代を担う人材の育成 ～世田谷区教育ビジョン等との連携～ 

 

世田谷区立小学校児童数・中学校生徒数、学級数、学校数の年度別

推移 
 

  
平成 

１０年 
１１年 １２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年

児童数 28,652 28,128 28,109 27,998 28,217 28,764 29,291 29,837 30,529 30,744 31,035 31,330

学級数 933 933 927 929 932 943 959 984 1,002 1,007 1,027 1,042
小
学
校 

校数 64 64 64 64 64 64 64 64 64 64 64 64

生徒数 12,312 11,737 11,206 10,991 10,598 10,178 9,807 9,766 9,889 10,056 9,972 10,034

学級数 370 354 347 343 331 321 310 319 319 320 320 325
中
学
校 

校数 32 32 32 32 32 32 31 31 31 31 31 31

 

「教育のあらまし『せたがや』（平成21年度版）」（世田谷区）より作成 

 

 

世田谷区立小学校児童・中学校生徒数の推移と推計値 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「東京都・教育人口等推計の概要について（平成21年度）」（東京都）及び 

「教育のあらまし『せたがや』（平成21年度版）」（世田谷区）より作成 

 

 

28,652 28,128 28,109 27,998 28,217 28,764 29,291 29,837 30,529 30,744 31,035 31,330 31,580 31,740 31,711 32,089 32,690

12,312 11,737 11,206 10,991 10,598 10,178 9,807 9,766 9,889 10,056 9,972 10,034 10,131 10,389 10,468 10,584 10,700

0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成
１０年

１１年 １２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年
(推計)

２３年
(推計)

２４年
(推計)

２５年
(推計)

２６年
(推計)

小学校児童数 中学校生徒数
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世田谷区立小・中学校卒業生進路状況 
 

（１）小学校 
 

  平成１８年度 １９年度 ２０年度 

都内公立 3,354 65.5% 3,168 63.6% 3,325  64.7%

都内国立 32 0.6% 48 1.0% 36  0.7%

都内私立 1,591 31.1% 1,618 32.5% 1,682  32.7%

中
学
校 

都外 133 2.6% 133 2.7% 92  1.8%

その他 13 0.2% 10 0.2% 7  0.1%

合計（人） 5,123   4,977   5,142    

 

 

（２）中学校 
 

  平成１８年度 １９年度 ２０年度 

全日制 3,043 91.5% 3,054 91.4% 3,094 92.6%

定時制 144 4.3% 146 4.4% 108 3.2%

通信制 29 0.9% 31 0.9% 41 1.2%

高専 13 0.4% 19 0.6% 13 0.4%

高
等
学
校 

特別支援学校 43 1.3% 39 1.2% 46 1.4%

専修学校等 17 0.5% 15 0.4% 17 0.5%

就職 2 0.1% 6 0.2% 9 0.3%

その他 35 1.0% 30 0.9% 14 0.4%

合計（人） 3,326   3,340   3,342   

 
「教育のあらまし『せたがや』（平成21年度版）」（世田谷区）より作成 
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6.7%
17.2% 20.8%

25.8% 24.9% 24.5%
19.7%5.6%

7.5%
7.6%

4.3%

57.0%
67.0% 68.0%

30.6%

87.7%

75.2% 71.6%

14.9%
6.9% 6.8%

45.4%

1.2% 0.7%
2.3%

0%

25%

50%

75%

100%

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 全体

保育園（公立・私立） 保育室・家庭福祉員・認証保育所 幼稚園等 （公立・私立） 家庭・その他

３ 子どもの保育環境の整備 

 

乳幼児の養育状況（平成２１年） 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世田谷区保健福祉総合事業概要（平成21年度版）統計編」（世田谷区） 

 

 

保育サービス利用希望終了時間 
 

 

認
可
保
育
園 

認
証
保
育
所 

保
育
室 

保
育
マ
マ 

認
定
こ
ど
も
園 

（幼
稚
園
枠
） 

認
定
こ
ど
も
園 

（保
育
園
枠
） 

区
立
幼
稚
園 

私
立
幼
稚
園 

私
立
幼
稚
園 

預
か
り
保
育 

企
業
内
保
育
施
設 

ふ
れ
あ
い 

子
育
て
支
援 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー 

そ
の
他 

データ数 633 222 80 57 144 218 243 317 506 193 164 171 19 

１３時以前 1.1% 0.5% 2.5% 0.0% 5.6% 2.3% 4.1% 8.5% 1.4% 2.1% 9.8% 3.5% 0.0%

１４時 2.4% 3.6% 3.8% 7.0% 17.4% 3.2% 25.1% 38.8% 1.0% 0.5% 6.1% 4.7% 0.0%

１５時 4.9% 7.7% 3.8% 5.3% 22.9% 2.3% 31.7% 24.9% 6.1% 5.7% 9.1% 7.0% 5.3%

１６時 5.8% 6.8% 8.8% 14.0% 11.1% 5.0% 9.5% 7.9% 14.0% 6.7% 14.0% 7.0% 10.5%

１７時 22.0% 20.7% 11.3% 15.8% 16.7% 19.3% 11.1% 6.6% 29.4% 32.6% 20.7% 8.2% 15.8%

１８時 36.0% 34.7% 37.5% 26.3% 17.4% 40.8% 6.6% 5.0% 33.0% 28.5% 17.1% 14.6% 31.6%

１９時 16.3% 13.1% 15.0% 10.5% 3.5% 13.3% 4.1% 3.2% 9.7% 10.4% 7.9% 12.3% 10.5%

２０時 7.6% 8.6% 8.8% 12.3% 0.7% 10.6% 2.5% 0.6% 2.0% 5.2% 2.4% 10.5% 0.0%

２１時 1.7% 1.4% 3.8% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.4% 1.6% 5.5% 10.5% 0.0%

２２時以降 0.8% 1.4% 1.3% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.4% 2.1% 1.2% 5.8% 5.3%

無回答 1.4% 1.8% 3.8% 8.8% 4.9% 1.8% 5.3% 4.4% 2.6% 4.7% 6.1% 15.8% 21.1%
 

単一回答 

調査対象：世田谷区在住の０歳から５歳までの就学前児童の保護者1,942人 

「『世田谷区子ども計画』ニーズ調査」（平成20年／世田谷区）より作成 
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14.1%

4.8%

1.7%

10.2%

0.9%

82.3%

16.1%

4.3%

1.8%

12.6%

0.9%

85.7%

0% 50% 100%

幼児期の教育は

幼稚園でと思ったから

周囲のみんなが
幼稚園に通っているから

保育所に行かせたかったが

条件が整わなかったから

幼稚園に入園した方が良いと

人にすすめられたから

その他

無回答

平成20年

平成16年

 

保育サービスを利用している理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
※保育４サービス：認可保育所、認証保育所、保育室、保育ママ 

単一回答 

調査対象：世田谷区在住の0歳から5歳までの就学前児童の保護者1,942人 

「『世田谷区子ども計画』ニーズ調査」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

 

子どもを幼稚園に入園させた理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

複数回答（２つまで選択） 

調査対象：世田谷区私立幼稚園協会加盟園に在籍する園児の家庭7,612人 

「私立幼稚園保護者の『子育て支援』に関する意識調査」（平成20年／ 

社団法人世田谷区私立幼稚園協会・世田谷区私立幼稚園ＰＴＡ連合会）より作成 

83.3%

50.7%

86.3%

38.2%

6.1%

3.0%

2.3%

1.1%

0.7%

0.8%

0.5%
0.2%

1.3%

1.2%

0.4%

1.0%

0.0%

6.1%

2.8%

4.5%

4.0%

2.0%

2.8%

0.8%

0% 50% 100%

全体

幼稚園利用者

保育４サービス
利用者

現在就労している 就労予定がある 家族などの介護のため 病気や障害をもっている
学生である 子どもの教育のため その他 無回答
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508

705
751

819

1,139

1,361

0

500

1,000

1,500

平成15年 16年 17年 18年 19年 20年

（人）

4,416 3,820 3,452 2,189

10,034
10,003

9,920 10,202

6,421 7,256
6,567 6,437

6,427
6,019 8,205

8,708

0

10,000

20,000

30,000

平成17年度 18年度 19年度 20年度

（日）

区立保育園 私立保育園 保育室 単独型

 
 

病児・病後児保育利用実人数の推移 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「世田谷区保健福祉総合事業概要（平成21年度版）統計編」（世田谷区）より作成 

 

 

緊急・一時保育利用延日数の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「世田谷区保健福祉総合事業概要（平成18～21年度版）統計編」（世田谷区）より作成 
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41.5%

40.0%

36.4%

24.7%

34.8%

38.5%

39.1%

59.5%

57.6%

58.7%

63.6%

72.6%

62.9%

53.8%

60.9%

7.7%

39.4% 1.2%

0.9%

1.2%

2.7%

2.4%

0% 50% 100%

全体(2,042)

区立保育園(1,070)

私立保育園( 482)

保育室( 151)

保育ママ( 73)

認証保育所( 210)

認定こども園( 13)

無認可保育施設( 23)

ある ない 無回答

 
 

子どもの保育施設別の入園待機の経験の有無 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単一回答 

調査対象：世田谷区在住の保育サービス利用者2,042人 

「保育サービス利用者アンケート」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

 

子どもの保育施設別の満足度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単一回答 

調査対象：世田谷区在住の保育サービス利用者2,042人 

「保育サービス利用者アンケート」（平成20年／世田谷区）より作成 

39.3%

39.4%

57.6%

52.1%

35.7%

30.8%

17.4%

43.9%

44.7%

44.6%

29.8%

41.1%

48.1%

30.8%

65.2%

12.3%

13.0%

12.0%

6.0%

6.8%

14.3%

30.8%

8.7%

4.6%

7.7%

40.3%

4.3%

1.4%

2.8%

2.4%

3.5%

0.3%

0.3%

0.2%

4.3%

1.3%

0.5%

0.4%

0.4%

0.2%

0.7%

0% 50% 100%

全体(2,042)

区立保育園(1,070)

私立保育園( 482)

保育室( 151)

保育ママ( 73)

認証保育所( 210)

認定こども園( 13)

無認可保育施設(23)

大変満足している 満足している 普通 不満である とても不満である 無回答
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４ 支援を必要とする子どものサポート 

 

児童相談所における虐待相談対応件数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「東京都児童相談所事業概要」（平成21年／東京都）より作成 

 

 

 

東京都全体

2,206

3,026
3,146 3,265 3,307 3,229

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

（件）

世田谷児童相談所

164

257

302

239

201
218

0

100

200

300

400

平成15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

（件）
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Ⅱ 子育て支援 

１ 支援を必要とする家庭のサポート 

 

ひとり親家庭の主な収入源 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

複数回答（高い順に３つまで回答） 

調査対象：平成20年10月１日現在 世田谷区内児童育成手当受給者2,077名 

「世田谷区ひとり親家庭等アンケート」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

 

一世帯当たり平均所得金額及び世帯人員一人当たり平均所得金額 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「国民生活基礎調査」（平成20年） 

（備考）１ 平成19年１月から12月までの１年間の所得である。 

２ 「全世帯」とは、「母子世帯」及び「高齢者世帯」を含む全世帯の数値である。 

３ 「母子世帯」は客体が少ないため、数値の使用には注意を要する。 

「厚生労働白書（平成21年版）」（厚生労働省） 

 

243.2

556.2

93.6

207.1

0

300

600

母子世帯 全世帯

(万円)

１世帯当たり平均所得金額

世帯人員１人当たり平均所得金額

16.4%

71.9%

3.7%

0.3%

3.9%

2.4%

10.5%

4.6%

13.3%

0.6%

27.7%

3.5%

81.3%

0% 50% 100%

就労収入

子どもの父・母からの養育費

児童扶養手当等の公的手当

公的な福祉資金の貸付け

高等技能促進費等の公的支援

金融機関からの借入れ

生命保険

年金(遺族年金含む)

生活保護

親等からの支援

友人・知人からの支援

蓄えを取り崩す

その他
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23.5%

26.5%

33.7%

10.8%

37.0%

59.8%

4.8%

2.9%

0.9%

0.0%

0% 50% 100%

母子世帯

全世帯

大変苦しい やや苦しい 普通 やや
ゆとりがある

大変
ゆとりがある

暮らし向きについての意識 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「国民生活基礎調査」（平成20年） 

（備考）１ 「全世帯」とは、「母子世帯」を含む全世帯の数値である。 

２ 「母子世帯」は客体が少ないため、数値の使用には注意を要する。 

「厚生労働白書（平成21年版）」（厚生労働省） 

 

 

ひとり親家庭の保護者の就労状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単一回答 

調査対象：平成20年10月１日現在 世田谷区内児童育成手当受給者2,077名 

「世田谷区ひとり親家庭等アンケート」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

育休・介護休業中
0.2%

フルタイム
 50.4%

就職活動中
5.4%

パートタイム等
 32.0%

就労して
いない 9.0%

無回答 3.0%
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93.4%

81.3%

83.1%

20.4%

63.6%

27.4%

72.2%

95.9%

43.9%

55.3%

86.5%

71.5%

43.5%

4.4%

16.2%

14.3%

77.8%

34.6%

71.1%

25.7%

54.4%

43.2%

11.5%

27.0%

54.9%

1.6%

2.2%

2.5%

2.5%

2.6%

1.8%

1.7%

1.5%

2.1%

1.8%

1.5%

2.0%

1.4%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子学級､両親学級

育児学級

離乳食講習会

子育てカレッジ

子育てテレフォン

教育相談

保育園の地域交流事業

児童館

子ども家庭総合相談

子育てコンパス

新生児訪問事業

さんさんサポート

産後ケア事業

知っている 知らない 無回答

２ 親の子育て力発揮への支援 

 

子育て支援サービスの認知度 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単一回答 

調査対象：世田谷区在住の０歳から５歳までの就学前児童の保護者1,942人 

「『世田谷区子ども計画』ニーズ調査」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

祖父母の同居・近居状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

※ 近居とは概ね30分以内程度に行き来できる範囲 

単一回答 

調査対象：世田谷区在住の０歳から５歳までの就学前児童の保護者1,942人 

６歳から９歳までの就学児童の保護者1,297人 

「『世田谷区子ども計画』ニーズ調査」（平成20年／世田谷区）より作成 

無回答 1.2%

祖父母同居
 8.2%

祖父母近居
25.1%

同・近居でない
64.9%

同・近居両方
 0.6%

無回答 2.2%

祖父母同居
12.3%

祖父母近居
22.1%

同・近居でない
62.5%

同・近居両方
 0.8%

就学児童 就学前児童 
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心配ごとの相談相手 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別詳細（主要項目のみ） 

 

  就学前児童 就学児童 

 
 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳

配偶者 86.2% 87.1% 87.4% 89.7% 86.9% 84.6% 76.7% 78.0% 78.9% 77.7%

自分の親       74.9% 79.5% 72.9% 71.0% 71.3% 67.3% 62.2% 58.6% 57.8% 56.7%

自分のきょうだい    22.0% 29.3% 27.7% 27.4% 29.3% 25.5% 25.9% 25.8% 26.3% 24.8%

配偶者の親 26.3% 22.1% 23.4% 25.8% 22.9% 23.3% 19.8% 15.6% 12.7% 18.2%

配偶者のきょうだい 5.9% 5.4% 8.3% 5.8% 5.1% 6.6% 2.9% 6.7% 2.9% 7.3%

学生時代の友人・知人 39.3% 39.4% 33.8% 34.2% 31.5% 24.5% 26.5% 21.0% 24.7% 25.5%

職場や仕事上の友人・知人 17.2% 18.3% 15.4% 12.3% 9.6% 6.9% 11.6% 12.7% 15.9% 11.8%

近所の知人、友人 18.4% 22.1% 30.2% 35.5% 33.1% 33.6% 37.2% 37.6% 31.5% 35.7%

子どもを介して知り合った友人 54.8% 57.4% 60.6% 67.7% 65.6% 65.4% 66.3% 60.5% 59.7% 54.8%

かかりつけ医 32.8% 25.9% 24.6% 24.5% 17.2% 21.1% 19.2% 13.7% 14.9% 14.6%

子育てサロン・ひろば／新BOP や児童館 9.6% 12.9% 8.3% 5.5% 1.6% 2.5% 2.9% 4.5% 3.6% 1.6%

幼稚園や担任教諭／学校や担任教諭 0.3% 0.9% 4.0% 34.8% 38.2% 38.7% 32.0% 31.2% 28.9% 32.2%

保育園や保育士／習い事・学習塾の先生 12.1% 17.4% 17.2% 10.0% 8.6% 10.1% 6.4% 10.5% 12.0% 10.5%

相談できる人はいない 1.1% 0.9% 1.2% 1.0% 1.0% 0.3% 2.3% 3.2% 2.3% 1.6%
 

複数回答 

調査対象：世田谷区在住の０歳から５歳までの就学前児童の保護者1,942人 

６から９歳までの就学児童の保護者1,297人 

「『世田谷区子ども計画』ニーズ調査」（平成20年／世田谷区）より作成 

就学前児童 就学児童 

86.9%
72.8%

26.7%

23.9%

6.2%

4.8%

33.9%

13.4%

28.7%

61.8%

0.2%

24.5%

1.4%
2.7%

6.8%

0.5%

0.4%

18.9%

12.6%
2.7%

1.5%

0.5%

0.9%

1.8%

0%50%100%

77.7%
58.8%

25.8%

16.4%

4.9%

4.4%

24.4%

12.9%

35.3%

60.1%

0.2%

16.0%

0.3%
0.2%

3.1%

0.2%

2.5%

30.8%

9.7%
0.8%

1.5%

0.2%

2.4%

2.2%

0% 50% 100%

配偶者　　　　　　　　　　　

自分の親　　　　　　　　　　

自分のきょうだい　　　　　　　

配偶者の親　　　　　　　　　

配偶者のきょうだい　　　　　　　

その他親戚　　　　　　　　　

学生時代の友人・知人　　　　　

職場や仕事上の友人・知人　　　　

近所の知人、友人　　　　　　　

子どもを介して知り合った友人　　　　
民生・児童委員、主任児童委員　　　　

かかりつけ医　　　　　　　　

看護師　　　　　　　　　　　

保健師　　　　　　　　　　　

子育てサロンやひろば／新BOPや児童館

児童相談所／児童相談室　　　　

教育相談室／教育相談　　　　　

幼稚園や担任教諭／学校や担任教諭　

保育園や保育士／習い事・学習塾の先生

子育てテレフォン　　　　　　　　

区役所など行政の相談窓口　　　　
民間の電話相談等　　　　　　　

相談できる人はいない　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　
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25.7%

40.0%

53.3%

28.3%

34.9%

22.7%

28.1%

49.1%

0%

30%

60%

ひとり親 フルタイム
共働き

フルタイム・パートタイム
共働き

専業主婦（夫）

就学前児童

就学児童

 

子育て支援について区が取組むべき課題 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※は「身体」、「知的」、「精神」障害及び発達障害を対象とする 

複数回答（２つまで選択） 

調査対象：世田谷区在住の満20歳以上の男女個人1,365人 

「区民意識調査2008」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

 

家族類型別 悩みごとに経済的負担をあげた割合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単一回答 

調査対象：世田谷区在住の０歳から５歳までの就学前児童の保護者1,942人 

６歳から９歳までの就学児童の保護者1,297人 

「『世田谷区子ども計画』ニーズ調査」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

33.6%

20.5%

16.5%

15.3%

6.7%

9.9%

1.4%

54.7%

0% 30% 60%

保育サービス等の充実

地域社会で子育て家庭を
支援する仕組みづくり

配慮を要する子ども（※）への支援

在宅での子育て家庭の支援

児童虐待防止対策の充実

　その他

　特にない

無回答
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児童生徒数 肥満度３０％以上者 出現率

小学校 31,095 744 2.4%

中学校 9,993 397 4.0%

計 41,088 1,141 2.8%

Ⅲ 環境づくり 

１ 子どもと親の健康づくり ～健康せたがやプランとの連携～ 

 

妊娠、出産についての心配ごと 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

複数回答 

調査対象：平成20年８月１日から９月30日までに母子手帳の交付受付をした人365人 

「子ども子育て支援に関するアンケート」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

朝食欠食状況（小学生・中学生） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：文部科学省「全国学力・学習状況調査」 

（備考）１ 「朝食を毎日食べていますか」という問に対する回答の割合 

２ 調査対象は，小学校第６学年，中学校第３学年 

「青少年白書（平成21年版）」（内閣府） 

 
 

生活習慣病予防健診結果（平成２０年） 
 

 

 
 

 
 

「教育のあらまし『せたがや』（平成21年度版）」（世田谷区）より作成 

87.1%

80.6%

81.2%

8.9%

8.3%

11.1%

10.8%

86.3%

4.0%

3.7%

6.0%

5.7%

0.8%

0.8%

2.3%

2.3%

0% 50% 100%

平成19年度

平成20年度

平成19年度

平成20年度

［小学生］

［中学生］

食べている どちらかといえば食べている あまり食べていない 全く食べていない

69.0%

36.2%

12.6%

30.1%

36.7%

11.8%

54.0%

3.6%

0% 40% 80%

子どもや自分の健康

育児やしつけ

上の子との関係

育児と家事の両立

育児と仕事の両立

家族の協力

経済的な負担

その他



 

22 

60

77
82

74
76

0

50

100

平成16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

（団体数）

２ 地域の子育て力の向上 

 

出産後に育児や家事を手伝ってもらう予定の人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

複数回答 

調査対象：平成20年８月１日から９月30日までに母子手帳の交付受付をした人365人 

「子ども子育て支援に関するアンケート」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

 

子育てサロンの数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「世田谷区保健福祉総合事業概要（平成21年度版）統計編」（世田谷区）より作成 

81.4%

62.5%

10.7%

20.8%

3.6%

10.7%

1.6%

2.2%

4.7%

6.3%

1.6%

0% 50% 100%

夫（配偶者）

実母

実父

義母

義父

きょうだい

配偶者のきょうだい

その他親戚

ヘルパー

頼める人がいない

その他
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近所つき合いの程度の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料 内閣府「社会意識に関する世論調査」（昭和50年、61年、平成９年）により作成及び「国民生活選好度調査」（平

成12年、19年）により特別集計 

（備考）１ 昭和50年、61年、平成９年は「あなたは、地域でのつき合いをどの程度していらっしゃいますか。この中では

どうでしょうか。」という問に対し、回答した人の割合。平成12年、19年は「あなたが現在、次にあげる人たち

（「隣近所の人」）とどのくらい行き来していますか。（○はそれぞれ１つずつ）」という問に対し、回答した人

の割合。 

２ 回答者は、昭和50年、61年、平成９年は全国の20歳以上の者。平成1２年は、全国の20歳以上70歳未満の男

女。平成19年は、全国の20歳以上80歳未満の男女。 

「国民生活白書」（平成19年／内閣府）より作成 

 

 

１０年前と比べた地域のつながりの強さ 
 

 

 

 

 

 

 
 

資料 内閣府「国民生活選好度調査」（平成19年）より作成 

（備考）１ 「あなたが住んでおられる地域のつながりは、10年前と比べてどのようになっているとお考えですか。10年間

住んでいない方も想定してお答えください。（○は１つ）」という問に対し、回答した人の割合。 

２ 回答者は、全国の15歳以上80歳未満の男女3,383人。 

「国民生活白書」（平成19年／内閣府）より作成 

5.3% 46.5% 11.4%1.7% 19.5% 15.4% 0.4%

0% 50% 100%

強くなっている やや強くなっている 変わっていない やや弱くなっている 弱くなっている わからない 無回答

52.8%

49.0%

42.3%

32.8%

32.4%

35.3%

11.8%

14.4%

16.7%

3.8%

5.3%

1.8%

0.4%

0.8%

0.4%

0% 50% 100%

昭和５０年

　　　６１年

平成　９年

親しくつき合っている つき合いはしているが、
あまり親しくない

あまりつき合っていない つき合いは
していない

わからない

13.9%

10.7%

40.7%

30.9%

23.1%

19.4% 30.9%

18.4% 3.9%

7.5%

0.0%

0.6%

0% 50% 100%

平成１２年

　　　１９年

よく行き来している ある程度行き
来している

あまり行き
来していない

ほとんど行き
来していない

あてはまる
人がいない

無回答
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行っている
12.5%

今は行って
いないが、
参加して
みたい
35.0%

行いたくない
31.5%

その他
 20.6%

無回答0.4%

 
 

 

地域活動への参加状況 
 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 
 

 

単一回答 

調査対象：世田谷区在住の満20歳以上の男女個人1,373人 

「区民意識調査200９」（平成21年／世田谷区） 

 

 

参加している地域活動 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数回答 

調査対象：「あなたはこれまで、地域に関わる活動を行っていますか。」という問に対して「行っている」と答えた人171人 

「区民意識調査200９」（平成21年／世田谷区） 

31.6%

27.5%

22.2%

14.6%

10.5%

5.8%

4.7%

2.9%

0.6%

15.2%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0%

防犯・防災など安全安心の取り組み

文化・スポーツ振興活動

子育て支援活動や、子どもの地域での見守り

住みよい住環境をつくるまちづくり活動

地球環境・身近な環境の保全などの活動

高齢者見守りネットワークや、

高齢者の支えあい、災害時の要援護者支援

健康づくりなどの介護予防

障害者青年学級、点訳などの障害者支援

区民成年後見人、消費者相談などの権利擁護

その他

無回答
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22.7% 22.8%52.5% 2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（父子家庭除く）

(n=1,940)

離職した 継続的に働いていた（転職も含む） 既に働いていなかった 無回答

9.4% 16.5% 21.2% 42.4% 6.3%

3.9%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出産前後に

離職した母親

(n=1,018)

保育サービスが
利用できる見込
があれば、継続し
て就労していた

職場の環境が
整っていれば、
継続して就労
していた

保育サービスと
職場環境どちらも
整っていれば、継続
して就労していた

家族の理解が
得られない等
就労する環境が
整っていない

いずれにしても
仕事を辞めていた

その他 無回答

 
 

出産前後の離職状況 
 

（１）出産前後に離職をしたか 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象：世田谷区在住の０歳から５歳までの就学前児童の保護者のうち、父子家庭を除く1,940人 

「『世田谷区子ども計画』ニーズ調査」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

 

 

 

（２）環境が整っていたら就労を継続したか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査対象：（１）で「離職した」と答えた方1,018人 

「『世田谷区子ども計画』ニーズ調査」（平成20年／世田谷区）より作成 

 

 

 

 

 



 

26 

３ 良好な環境の基盤づくり 

 

バリアフリーの改善が遅れていると思う施設 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数回答（３つまで選択） 

調査対象：第１2期世田谷区区政モニター140人 

「第７回区政モニターアンケート」（平成20年11月／世田谷区）より作成 

 

 

 

 

 

12.9%

14.3%

18.6%

13.6%

5.0%

27.9%

30.7%

17.9%

5.7%

7.9%

46.4%

7.1%

2.1%

7.9%

17.9%

10.0%

7.1%

2.9%

16.4%

0% 25% 50%

病院・診療所

高齢者や児童向けの福祉施設

学校施設

地区会館などの集会施設

図書館・美術館などの文化施設

体育館などのスポーツ施設

スーパーマーケットなどの商店

レストランなどの飲食店

銀行、床屋などサービス業の店舗

パチンコ店など遊興施設

事務所などの業務施設

道路・歩道

公園（緑道）

公衆浴場

公衆トイレ

鉄道や電車の駅

電車やバスの車両

その他の官公庁の公益施設

無回答、回答数超過
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20.7%

33.6%

18.6%

11.4%

22.9%

7.9%

44.3%

2.9%

21.4%

0% 25% 50%

わかりやすいパンフレット類の作成、配付

広報紙やホームページなどによるＰＲ

学校教育・社会教育の充実

先進的取り組みの情報収集・紹介

区の職員の意識啓発

区民の意識啓発

交流の場や機会の設置

区が様々な事業で率先して

ユニバ－サルデザインを推進すること

無回答、回答数超過等

2.1%

32.9%

22.1%

15.7%

34.3%

10.7%

12.9%

5.7%

38.6%

38.6%

12.1%

51.4%

0% 25% 50%

横断歩道の整備

歩道の整備

自転車道の拡充

放置自転車・バイクの撤去

電柱の地中化

案内表示の整備

音声信号機の整備

公共建築物のバリアフリー

民間建築物のバリアフリー

鉄道や電車の駅のバリアフリー

電車やバスの車両のバリアフリー

無回答、回答数超過等

 
 

ユニバーサルデザインの考え方を広めるために最も重要なこと 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数回答（２つまで選択） 

調査対象：第12期世田谷区区政モニター140人 

「第７回区政モニターアンケート」（平成20年11月／世田谷区）より作成 

 

 

ユニバーサルデザインによるハードのまちづくりで最も重要だと

思うこと 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数回答（３つまで選択） 

調査対象：第12期世田谷区区政モニター140人 

「第７回区政モニターアンケート」（平成20年11月／世田谷区）より作成 
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5.1%

17.2%

23.0%

22.1%

28.9%

0% 20% 40%

0歳

1～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

6.9%

28.2%

54.7%

45.6%

9.8%

7.9%

7.6%

24.5%

22.7%

19.3%

75.7%

22.7%

3.9%

9.6%

4.9%

14.1%

14.0%

0.0%

3.5% 1.4%

3.5%

4.7%

9.8%

4.9%

0% 50% 100%

0歳

1～4歳

5～9歳

10～14歳

交通事故 転倒・転落 溺死及び溺水 窒息 煙、火及び火炎 その他

  

年齢階層別の死亡に占める不慮の事故の割合（平成２０年） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人口動態統計（平成20年度）」（厚生労働省）より作成 

 

 

子どもの不慮の事故の内訳（平成２０年） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人口動態統計（平成20年度）」（厚生労働省）より作成 
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第３章   パブリックコメント 

 

  

 

「世田谷区子ども計画後期計画」（素案）のパブリックコメント（区民意見提出手続き）に対して、多く

の皆様からご意見等をお寄せいただきました。 

  お寄せいただいたご意見等の概要とご意見に対する区の考え方をお示しいたします。 

 

１． 意見の募集期限 

平成21年９月28日～10月19日 

 

２． 意見の提出人数と件数 

人数 331名  

（ハガキ259、封書２、FAX15、区のホームページ25、子ども計画シンポジウム30） 

件数 406件 

 

３． 意見の概要と意見に対する区の考え方 

 

№ 主な意見 件数 区の考え方 

１．子どもの成長の支援 47件  

1 学童クラブの育成時間を延長する等、内

容・人員の充実を図るべき。 

 

13件

2 新ＢＯＰは全国的にも先進的な取組みなの

で、全国へ発信、紹介してほしい。 
1件 

学童クラブに子どもを預ける方が安心して働けるよ

う、学童クラブの充実が重要であると考えておりま

す。 

いただいたご意見も参考にしながら、新ＢＯＰ（学

童クラブ）の充実に向けた検討を進めてまいりま

す。 

 

3 子どもの居場所となる児童館を増設してい

ただきたい。 
3件 

4 隣接する児童館で休館日をずらす等運用上

の工夫により、児童館をいつでも利用でき

るよう検討いただきたい。 

2件 

5 子どもたちのために何ができるかをもう一

度見直し、児童館の機能強化を図るべき。 
3件 

児童館は地域の子どもたちの拠点として重要である

と考えております。 

計画案では、「魅力ある児童館」として児童館の機

能充実を図ることとしています。 

今後、さらに利用状況や地域の皆様のニーズも勘案

しながら児童館の充実に取組んでまいります。 

6 子どもの放課後や週末の居場所を意図的に

つくっていただきたい。 

 

4件 

7 中高生が自主的に活動できる場所が必要。 

3件 

子どもたちが自分らしく安全に過ごすことのできる

遊び場や機会等を確保することが必要であると考え

ております。 

計画案では、子どもの成長の支援として「子どもの

成長を支援する場と機会の充実」のための取組みに

ついて記述しました。 

これらの取組みでは、中高生を対象とした活動場所

の確保についても、検討していきます。 
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8 子どもが豊かな自然の中でのびのびと遊べ

る、ボール遊び等ができる公園が必要だと

思う。プレーパークも増やしてほしい。 
12件

子どもたちが放課後や週末に安心してのびのびと遊

べる公園やプレーパークなどは子どもの成長を支援

する場として重要であると考えます。 

今後とも自然体験を含め、地域の中でさまざまな体

験や交流ができる機会を充実してまいります。 

 

9 子ども施策や計画の策定に、子どもの意見

を聞いたり、子ども自身が参加・参画する

仕組みをつくってはどうか。 6件 

子どもたちが自ら参加・参画し、主体性や責任感を

培う機会を確保することは重要であると考えます。

子どもの意見を尊重したさまざまな事業を展開でき

るように努めてまいります。 

 

２．次代を担う人材の育成  

～教育ビジョン等との連携～ 
18件  

1 子どもに対して命の大切さを教える教育・

道徳教育、さらには公共のルールやマナー

に関する教育をすべき。 
6件 

子どもたちに対して社会道徳や公共ルール・マナー

を教育し、豊かな人間性を育むことは大変重要なこ

とと考えております。 

計画案では、未来を担う子どもを育てる教育として

「豊かな人間性の育成」を掲げています。 

 

2 公立校における教育の質の向上を図り、公

立の学校に通わせたいと思えるような学校

づくりをお願いしたい。 

4件 

世田谷区の保護者の高い期待にこたえ、地域と共

に、世田谷らしい質の高い教育を推進する必要があ

ると考えています。 

計画案では、世田谷区教育ビジョンの「地域教育力

の向上」や「９年間を見通した質の高い学校教育の

実現」を掲げております。 

 

3 区立小学校の学校給食・食育の充実に取組

んでいただきたい。 
2件 

4 経済的な負担軽減のために給食費を無料化

してほしい。 

1件 

望ましい食習慣を形成し、児童・生徒の食に関する

理解を深めるために、学校給食等を通じた食の教

育、いわゆる「食育」は大切であると考えていま

す。 

いただいたご意見については、今後の取組みを検討

する際の参考とさせていただきます。 

 

5 小中学校の校庭等を土日に開放し、子ども

たちに自由に使わせてはどうか。 

2件 

計画案では、地域とともに子どもを育てる教育とし

て「地域の核となる学校づくり」を掲げており、土

日等に、小学校の校庭を安全な遊び場として地域の

児童等を対象に開放しています。 

 

6 世田谷区は図書館が少ないと思う。子ども

がいろいろな本を読むことができる図書館

を整備・拡充すべき。 
3件 

地域の学習拠点としての図書館の充実は重要である

と考えています。子どもたちの読書力を育むため、

子どもの読書環境を整備していきます。 

 

３．子どもの保育環境の整備 172件  

1 母親の通院やレスパイト（休息）のために

０歳児の一時預かり等の施設を増やしてほ

しい。 
6件 

保護者の方の外出やレスパイトのために、計画案で

は、多様な保育サービス提供の一環として一時預か

り事業の拡充について記述しています。 

いただいたご意見については、具体的な事業内容を

検討する際の参考とさせていただきます。 

 

2 経済的な負担を軽減するためにも、認証保

育所と認可保育園の保育料格差を是正でき

ないか。 5件 

平成20年度に認可保育園の保育料を改定するとと

もに、認証保育所利用者への負担軽減補助制度の新

設を行いました。今後も、保育サービス利用者負担

の適正化を図っていきます。 
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3 子どもの病気の際に受け入れてくれる病

児・病後児保育が、現状では遠い、定員が

少ないため利用しにくい。もっと身近な地

域にあると助かる。 

3件 

4 現在小学校入学以降の病児保育の対応がな

いので、検討をお願いしたい。 

 

2件 

子どもの保育環境を整備する上で、病児・病後児保

育の充実については重要であると考えています。 

施設整備や定員枠の拡大、小学生への対応について

は、利用に関する現状や地域の皆様のニーズも勘案

しながら検討してまいります。 

 

5 私立幼稚園に関する情報提供を進めるべ

き。 

1件 

私立幼稚園では、園によって教育方針や施設等に特

色があるため、幼稚園選びの際には、ご自身の目で

よく確かめていただくことが重要と考えています。

私立幼稚園協会との連携により作成した「私立幼稚

園案内」を区ホームページ等でご覧いただけますの

でご参照ください。 

 

6 就労している親だけでなく、これから就労

したいと考えている求職中の親に対しても

保育園の門戸を開かないと、保育園に入れ

ないため、就職もできない。また、休職中

の親や就労していない親であっても、育児

負担を軽減するために利用できる保育サー

ビスをつくるべき。 

 

5件 

就労の有無に関係なく、子育て負担の軽減を図るサ

ービスを充実することは重要と考えています。 

なお、一時預かり等、休職中や就労していない保護

者であっても利用できるサービスがあります。 

7 現在専業主婦だが、短時間のパートをした

いと思っている。現在ある一時預かりは予

約でいっぱいであり、定期的に預かっても

らえない。例えば週３～4日、1日5時間

位、定期的に預かってくれる施設があれば

いい。 

 

1件 

多様な就労形態に対応した保育サービスの充実は重

要であると考えています。 

計画案では、多様な保育サービス提供の一環として

一時預かり事業の拡充について記述しています。 

いただいたご意見については、今後、保育サービス

を検討する際の参考とさせていただきます。 

 

8 親の就業時間に対応するため、認可保育園

における保育時間の延長、延長保育の定員

の廃止等を行い、就業時間の多様化に伴う

配慮をお願いしたい。 3件 

多様な就労形態に対応した保育サービスの充実は重

要であると考えています。 

計画案では、延長保育事業や休日保育事業等につい

て記述しています。 

いただいたご意見については、今後、保育サービス

を検討する際の参考とさせていただきます。 

 

9 

 

親が働けるよう、幼稚園における延長保育

を進めれば、待機児童も減り、仕事を持つ

母親も増えると思う。 
3件 

一部の私立幼稚園では、教育時間の前後や長期休暇

に保育を行う「預かり保育」を実施しています。 

計画案では、多様な保護者のニーズに応えていくた

め、私立幼稚園の預かり保育の拡充について記述し

ています。 

 

10 夏期・冬期の休暇中に区立保育園で園外児

を預かる等、幼稚園に通う家庭の支援もお

願いしたい。 

1件 

就労の有無に関係なく、子育て負担の軽減を図るサ

ービスを充実することは重要であると考えていま

す。 

計画案では、私立幼稚園における多様な保護者のニ

ーズに応えていくため「私立幼稚園における幼児教

育の充実」について記述しています。 

 

11 保育所と幼稚園が融合した認定こども園の

整備を進め、幼稚園や保育園の機能に左右

されずに保育や教育を受けるチャンスを増

やしてほしい。 

5件 

いただいたご意見については、既設認定こども園の

現状、区民の皆様のニーズ、さらには参入事業者の

動向等を踏まえ、今後、検討させていただきます。
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12 小学校の空きスペースを利用した保育所の

増設や狭小な区有地での託児所の設置等が

できないか。 
6件 

小学校等の空きスペースや区有地等の活用について

は、教育委員会、関係部署その他関係機関との連携

を踏まえ、検討していきたいと考えています。 

 

13 多子家庭のポイント加算、区内居住3年長

の世帯の優先等、保育園の入園申込におけ

る点数化について見直しをできないか。 

2件 

14 保育園入園申込みに伴う保育必要度の点数

化をやめてほしい。どの子にも平等に保育

を受ける機会が与えられるように、抽選に

してはどうか。 

1件 

保育園の入園申込みにおける点数化については、保

護者や家庭の実情を踏まえて適正に行われることが

重要と考えております。 

点数の見直しにつきましては、さまざまなご家庭の

状況から、多くのご意見をいただいています。皆様

のご意見を踏まえるとともに、適正な選考となるよ

う検討してまいります。 

 

15 保育室・保育ママ等には３歳児クラスがな

いため、子どもが３歳になった途端に預け

られる場所がなくなるのは非常に困る。認

証保育所における３歳児以上の定員拡大や

認可保育園への円滑な転園の制度を行う必

要がある。 

5件 

子どもの年齢にかかわらず、保育を必要とするご家

庭が適切な保育サービスを受けられることが重要と

考えております。 

いただいたご意見については、今後の保育計画にお

ける施策・事業を検討する際の参考とさせていただ

きます。 

 

16 認可保育園の増設が進まない状況において

は、保育ママや保育室等、区民のニーズに

応じた多様な保育サービスを維持し、子ど

もや親が必要に応じて選ぶことが出来る状

況を保っていただきたい。 
7件 

保護者の就労形態や生活実態に合わせ、必要なサー

ビスを選択・利用できるよう、多様な保育サービス

の整備が重要であると考えております。 

計画案では、「多様な保育サービスの提供」につい

て記述するとともに、保育計画でも多様な保育サー

ビスを提供する施設の整備拡充について記述してい

ます。 

 

17 保育の質や保育者の労働条件の保証も必要

である。 
8件 

18 認可保育園の認定基準を保持すべき。 1件 

19 共働き世帯が増え、保育サービスの需要が

多くなっているが、一方で、親が保育園に

任せきりの面も見える。親が子どもにとっ

て、一番大事な存在だと、親に認識させる

必要がある。このような親育ての視点で保

育園が取組んでいることはあるか。 

1件 

保育の質の確保と向上を図ることは、保護者が安心

して保育サービスを利用するためにも重要と考えて

います。 

計画案では保育計画に基づき、「子どもの視点に立

った保育の質の確保と向上」について記述していま

す。 

20 職場復帰の際、保育園に入園できるかどう

か不安である。子どもを育てながら安心し

て働ける環境を整備してほしい。そのため

に、保育所（特に認可保育園）の整備を進

め、待機児童の解消に努める必要がある。 51件

保育を必要とするすべての子育て家庭に必要なサー

ビスを提供することが重要課題であると考えていま

す。 

計画案では、保育計画に基づき、「保育施設の整備

拡充」、「多様な保育サービスの提供」について示

していますが、その中で、認可保育園や認証保育所

の整備、区立保育園改修による定員枠の拡充等につ

いて記述しています。 

 

21 保育園では拾いきれないニーズをカバー

し、安心して誰もが子どもを預けられると

いう点において保育室は絶対必要である。

小人数だからこそ、集団保育の良さときめ

細やかでアットホームな保育サービスの両

方を提供してくれている。保育室、保育マ

マの整備・拡充とともに、健全な保育環境

を創出するために運営費補助などの拡充・

支援を望む。 

 

55件

保育室・保育ママは、家庭的な保育サービスを提供

する施設として、多くの方にご利用いただいていま

す。区としても、保育待機児の解消に寄与するだけ

でなく、保護者の多様なニーズに対応するサービス

として、保育計画との整合性に配慮しながら支援し

ていくことが重要であると考えています。 

運営費補助などの支援につきましては、今後も区の

財政状況を勘案しながら、適切に助成をしてまいり

たいと考えています。 
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４．支援を必要とする子どものサポート 20件  

1 身近な場所での相談・支援・療育を途切れ

ることなく継続してほしい。 

5件 

支援を必要とする子どもに対しては、必要な保護や

支援を継続的に実施していくことが重要と考えま

す。 

計画案では、「継続的重層的支援システムの確立」

により、障害児や要保護児童等への途切れのない支

援を行うこととしています。 

 

2 災害時において障害児がとり残された場合

が心配である。支援が必要な障害児や家庭

へのフォローをお願いしたい。また、避難

場所での集団生活に入れない障害児に対

し、学校の体育館以外に各教室の使用を認

めるなど、明確な策を早急に検討していた

だきたい。 

 

4件 

いただいたご意見については、災害時要援護者対策

の観点からも、今後の施策・事業を検討する際の参

考とさせていただきます。 

3 今の支援学級では障害児のために個々の障

害に応じた教育を受けることが難しい。他

害・多動の児童には加配をつけ普通学級に

入れるようにしていただきたい。 

1件 

4 希望をすれば特別支援や巡回の支援を受け

られるようにできないか。 
1件 

特別支援、巡回支援、個々の障害特性に応じた教育

支援など、障害児に対する教育については、教育委

員会や特別支援学校との連携を図りながら推進して

いきたいと考えています。 

5 肢体不自由児対象の療育センターを設立し

てほしい。 

1件 

肢体不自由児対象の療育については総合福祉センタ

ーで行っております。 

いただいたご意見については、今後検討させていた

だきます。 

 

6 障害児のための児童デイを増やすととも

に、新ＢＯＰに障害者担当の常勤者を派

遣・増員する等、放課後の障害児の居場所

を充実すべき。 

3件 

7 障害児の新ＢＯＰの登録を小学6年生まで

延長することを提案する。 
2件 

8 児童館の一部等を休日、障害児が活動でき

る場として開放してほしい。 
2件 

児童デイサービスの増設につきましては、区の障害

福祉計画にあわせて検討させていただきます。 

新ＢＯＰにつきましては、現在、配慮を要するお子

さんの対応について学年延長も含め検討しておりま

す。 

なお、計画案では「障害児の放課後の居場所づく

り」を施策として掲げました。 

 

9 虐待や家庭不和に悩む子ども自らが相談で

きる場所や電話相談等を行い、子どもの逃

げ場をつくってほしい。親が動かないと救

われないのでは、子どもがどんどん病んで

しまう。 
1件 

虐待や家庭不和に悩む子どもを支援・保護するた

め、相談体制の整備等は重要であると考えていま

す。 

計画案では「保護を必要とする子どもの支援の充

実」について記述していますが、この中で、虐待や

家庭不和に悩む子どもの相談等についても検討して

いきます。 

 

５．支援を必要とする家庭のサポート 26件  

1 母子家庭の母親に対する精神面でのケアや

ひとり親家庭の交流の場、情報提供、就労

支援、経済的支援等の充実を望む。 

 

13件

2 父子世帯への支援を母子世帯と同様にして

ほしい。困っている親子には、性別に関係

なく平等に援助すべき。 
2件 

ひとり親家庭に対しては、きめ細かい情報提供と相

談や生活支援、就労支援、経済的支援等さまざまな

支援が必要であると考えています。 

このことから、計画案では「ひとり親家庭支援の推

進」を施策として掲げました。 

いただいたご意見につきましては、施策の具体化を

図る際の参考とさせていただきます。 
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3 障害児のいる家庭への相談支援、経済支援

や障害児の兄弟の心のケア等の日常的な支

援の充実を望む。親の突然の事態に備えて

ヘルパーを頼めるようにできないか。 8件 

障害児本人だけでなく、家族に対しても必要なサー

ビスが利用できることで、家庭の不安と負担の軽減

を図ることが重要と考えます。 

計画案では「障害児の養育支援と地域生活支援の充

実」との施策をお示ししており、この中には、保護

者や家族への支援も含んでいます。 

 

4 多子・多胎児世帯に対して、ベビーシッタ

ーの派遣サポートや経済的支援（助成金）

等の支援があればいい。 

 

3件 

いただいたご意見については、今後の施策・事業を

検討する際の参考とさせていただきます。 

６．親の子育て力発揮への支援 27件  

1 出産費用がかかるので生みづらいのが現状

ではないか。出産費用の負担軽減を図り安

心して子どもを生める施策を子育て支援と

同様に考えるべき。 

 3件 

区では、平成21年度から、子育てをする家庭の経

済的負担を軽減し、子どもを産み育てやすい環境を

整備することを目的に、健康保険の出産育児一時金

に加え、第3子以降を出産された方へ出産費の一部

を助成する事業を始めております。 

また、妊婦健康診査につきましては、14回分を上

限に費用の一部を助成（公費負担）しております。

いただいたご意見については、今後の施策・事業を

検討する際の参考とさせていただきます。 

2 産前産後ヘルパーの利用時間（2時間）で

は何もしてもらえない。在宅でないとサー

ビスが使えないが、むしろ自身が病院や髪

を切りに行くとき等、不在であっても使え

るよう改善をすべき。 

 

4件 

3 産後ケアセンターはユニークな取組みだと

思う。充実してほしい。 

2件 

育児に関する不安感や負担感が最も強くなる産前・産

後の親に対するケアが重要であると考えています。 

計画案では「産前・産後の支援」を施策に掲げ、産

前・産後のケアとサポートを推進することとしてい

ます。 

産前・産後支援事業（さんさんサポート）の子育て

支援ヘルパーについて、いただいたご意見につきま

しては、今後の事業を検討する際の参考とさせてい

ただきます。 

また、産後ケアセンターの充実につきましては、利

用状況や皆様のニーズに基づいて検討していきま

す。 

 

4 乳幼児を連れた保護者が利用できる施設を

充実してほしい。おでかけひろばがある

が、電車に乗って行かなくてはいけないの

で、沿線の最寄り駅に設置できないか。 

4件 

子育て中の親同士が交流を深め、情報交換する関係

を築き、子育て力を高める場としての施設を充実す

ることが重要であると考えています。 

計画案には「交流の場の充実と学びの機会の提供」

を施策に掲げ、親の学びの機会の提供、交流の場の

充実を図ることとしています。これに基づき、児童

館の子育て支援事業やおでかけひろば等における機

能の充実を図っていきます。 

 

5 出産後すぐに開催される母親の集まりや新

生児訪問は第1子に限らないほうがいいと

思う。 

1件 

乳児健康診査前に実施している母親のグループ交流

会事業は、従前より第１子のお母様に限らずご参加

いただいております。また、平成21年度から新生

児訪問指導を拡充し、すべての乳児を対象とする

「乳児期家庭訪問事業」を実施しております。いた

だいたご意見については、今後の施策・事業を検討

する際の参考とさせていただきます。 
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6 

 

親の力を強化するとのことだが、具体的に

はどのような手法、施策を考えているの

か。 
2件 

7 

 

誰もが気軽に話せるような相談室がある

と、ありのままの我が子を受け入れられる

親が増えると思う。 
3件 

8 杉並区のような「子育て支援券」等のサー

ビスができないか。 
2件 

親の子育て力発揮への支援として、具体的な取組み

を記述しました。 

施策としては「子育て力の発揮への支援」「産前・

産後の支援」「子育て家庭への生活支援」の３つを

掲げています。 

9 区内で行われるイベントなどに子育て支援

者や区の職員に参加してもらい、子育て支

援の様子をPRしてもらえれば、多くの人か

ら子育て支援の協力が得られると思う。 

 

1件 

民間や行政を問わず、多くの子育て活動団体、子育

て支援の関係機関の交流と連携の仕組みとして、世

田谷子育てメッセを実施しています。子育て支援に

関わる人、これから地域活動・子育て支援活動を行

いたい人、現在子育てをしている保護者の方たちが

交流を深め、子育てしやすいまちをみんなでつくる

きっかけとなるメッセに広げていきます。 

10 小児科の充実を図ってほしい。休日・夜間の

緊急外来に対応できる病院を増やすべき。 

 

3件 

11 子どもの急な発熱や怪我、離乳食に関する講

習会や夫が参加できる企画を考えてほしい。 

2件 

子どもの急病時の不安を軽減するためには、基盤整

備だけでなく正しい理解と知識が必要であると考え

ています。 

計画案では「小児救急医療の充実」を掲げ、初期救

急診療体制を確保するとともに、子どもの急病時の

基礎知識と救急医療の普及啓発を進めてまいりま

す。 

 

７．子どもと親の健康づくり 

   ～健康せたがやプランとの連携～ 
4件  

1 「感染予防対策」として、さまざまな任意

の予防接種の費用を補助するか、費用を統

一できないか。 

1件 

2 集団予防接種を平日の夕方や土日に実施す

る等、「仕事と生活の両立支援」と「子ど

もと親の健康づくり」を連動して考えるこ

とを提案する。 

1件 

「麻しん・風しん混合ワクチン」や「インフルエン

ザワクチン」など、任意の予防接種の一部費用の助

成（公費負担）を実施しております。また、いただ

いたご意見につきましては、集団予防接種の安全管

理の徹底や人員の確保等などの課題を鑑みつつ、今

後の施策・事業を検討する際の参考とさせていただ

きます。 

 

3 仕事と子育てに忙殺される親の健康管理は

重要なテーマだと思う。 

 
2件 

親子が心身ともに健康を維持するためには、健康づ

くりの基盤整備が必要だと考えています。 

計画案では「子どもと親の健康づくり」を施策に掲

げ、子どもだけでなく親の健康づくりも支援してい

くこととしています。 
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８．地域の子育て力の向上 35件  

1 子育てが終わった健康な高齢者等地域の人

材の力を借りてさまざまな問題を解決でき

ないか。地域での交流や助けあいの仕組み

をつくりたい。 

15件

2 子育て支援を含め、地域の活動を支える人

材が少なく、負担が大きくなっていると感

じる。区はどのようなバックアップを考え

ているのか。 

7件 

3 子どもを育てている人に対して、やさしい

気持ちを周囲に持つような社会を育ててほ

しい。親の成長も大事であるが、一般の区

民への教育も大事ではないか。 

4件 

子どもへの理解、保護者への理解、地域活動への理

解をそれぞれに高め、お互いが支えあう意識を醸成

することが重要であり、そのためには地域住民（区

民）の皆様の協力が必要と考えています。 

計画案では、地域の子育て力の向上のための施策と

して「社会全体で子どもを育む地域活動の支援」

「仕事と生活の両立支援」の２つを掲げ、併せて関

連事業を掲載することにより内容の充実を図ってい

きます。 

4 核家族化が当たり前の今、多様な世代間交

流は簡単なことではなくなっている。世代

間交流の場や機会を増やすことを望む。 

2件 

世代間交流を促進することにより、子ども・保護者

と高齢者などの交流が深まり、地域による子育て力

の向上に寄与するものと期待されます。 

そこで計画案では「社会全体で子どもを育む地域活

動の支援」の一環として多様な世代間の交流を促進

することとしています。 

 

5 「母親が子を預け働くことができる環

境」。とりあえず働くことができれば解決

することが多い。親が子育てにかかわれる

よう、短時間労働を区が先導して増やせな

いか。 

6件 

子育て中の保護者にとって、仕事と子育てが両立で

きるような働きやすい環境をつくることが重要と考

えています。 

計画案では「仕事と生活の両立支援」としてワー

ク・ライフ・バランスの実現に向けた取組みとして

企業への働きかけなどを進めることとしています。

 

6 保育園を増やすより、子どもを保育園に預

けなくてもすむ世の中にしてほしい。社会

がもっと母親業や主婦業を尊敬すべきだと

思う。 
1件 

人々の価値観や生活スタイルの変化、少子化、核家

族化及び経済状況の悪化等の社会状況の変容により

子育てと仕事の両立を選択する共働き世帯が増加し

ております。 

安心して子どもを生み育て、また安心して働けるよ

う、保育サービスや子育て支援策の整備は不可欠で

あると考えます。 
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９．良好な環境の基盤づくり 30件  

1 子どもと安心して歩ける道路やほっとでき

る公園などが非常に少ない。住宅地の中を

抜け道として速度を落とさずに通過する車

には、手をつないで歩いていても危険に感

じる。抜け道に使われない仕組みをお願い

したい。子どもやベビーカーも通りやすい

道路の整備が必要。 

14件

乳幼児連れの保護者、子ども等、すべての人にとっ

て安全なまちづくりが重要であると考えています。

計画案では「安心して外出できる環境の整備」を施

策に掲げ、ユニバーサルデザインのまちづくり、安

全便利な歩行者空間整備を進めることとしました。

これらの整備は「世田谷区ユニバーサルデザイン推

進計画」に基づき、推進していきます。 

また、区では、道路整備方針を策定し、道路を幹線

道路、地区幹線道路、主要生活道路及び生活道路の

４つの段階に道路の利用目的ごとに分類しておりま

す。生活道路への通り抜け車両を減らすために、地

区幹線道路及び主要生活道路の整備を積極的に進め

ております。幹線道路から主要生活道路までのネッ

トワークが整備されることで、住宅地への通り抜け

車両の流入が抑制され、歩行者の安全性が向上する

と考えております。 

 

2 自転車の安全な乗り方や放置自転車の禁止

等、区民の意識向上への取組みや、自転車

専用道路の設置を望む。 
3件 

子どもが交通事故の被害に巻き込まれないために

は、子どもばかりでなく大人に対しても交通ルール

の遵守を啓発する必要があります。 

計画案では「子どもの安全・安心」のために、区民

への交通安全の啓発に取組むよう記述しています。

 

3 ベビーカーでも利用できるよう駅にエレベー

ターを設置してほしい。大変不便である。 

 

3件 

4 ほとんどの公園にトイレが設置してある

が、オムツ取替え台が設置してあるところ

が非常に少なく不便。設置が必要である。 

 

1件 

区内全域の鉄道駅へのエレベーター設置は、平成

22年度末までに整備または着手する予定です。公

園トイレへのオムツ取替え台の設置については、ト

イレを改築する際にユニバーサルデザイン推進条例

に基づき、順次整備していきます。 

5 火傷や副流煙などタバコによる子どもたち

の被害を防止するため公園など子どもたち

の近くでの喫煙はやめてほしい。路上喫煙

について取締りを強化する必要がある。 
4件 

タバコによる周囲への受動喫煙の影響は科学的に実

証されており、喫煙に対するマナーを啓発していく

ことが重要であると考えています。 

公園や路上等、公共スペースにおける喫煙対策につ

いて、関係部局との連携により検討していきます。

 

6 地域ぐるみで防犯対策を行う等、子どもが

生活するのに安全な地域であることが必要

だと思う。 

 
5件 

子どもが犯罪等の被害に遭わない安全な地域づくり

が最重要課題であると考えています。 

計画案では「子どもの安全・安心」との施策を掲げ

ていますが、今後、警察や自治会等との連携のもと

に犯罪のないまちづくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

38 

１０．その他計画に関するご意見 16件  

1 専業で子育て中。時代に逆行する意見であ

るが、世の中、保育園や女性が働きやすい

環境づくりにばかり政策がなされているよ

うに思えてならない。本当に子どものため

になるのか。母親に受け入れられて育つこ

とは将来他人を信じ尊ぶ心へと通じていく

と思う。その時の母親との関係がいかに大

切かということもあわせて伝えていただき

たい。 

3件 

本計画の全体目標は「すべての子どもが『自分は愛

されて（大切にされて）いる』と感じられる家庭的

な養育環境を保護者・地域・行政が協働して整え

る」としており、従来の「子育ては親（だけ）がす

るもの」ではなく、「親とともに地域や行政も協力

して支援するもの」という将来像を描いたもので

す。 

子どもが親に受け入れられて育つことが大切である

ことは、ご指摘の通りであると考えます。 

 

2 「机上の計画は大いに結構で理想も高い

が、果たしてどこまで実現可能か」という

感想である。具体的な税金投入の筋書きも

考えるべき。 
3件 

本計画の推進に当たっては、施策・事業を着実に推

進するため、事業実施状況の分析・評価等適切な進

行管理を行います。 

また、財政状況が厳しい中で実現性を高めるために

事業・サービス等の効率化に努めます。 

 

3 素案９ページの「すべての子どもが『自分

は愛されている』と感じられる家庭的な養

育環境を保護者・地域・行政が協働して整

える」という考え方は素晴らしい。図等を

用いての説明があり、とてもわかりやす

い。 

2件 

ご賛同いただき、ありがとうございます。これは全

体目標であり、本計画が最終的に達成をめざすべき

姿として認識していますので、今後もご協力のほど

宜しくお願いいたします。 

また、適宜図などを挿入し、区民の皆様にわかりや

すい計画書の作成に努めます。 

 

4 平成29年度までの保育目標事業量は現状の

5割増にできるのか。運営費増が3割程度な

らば質の低下につながるのではないか。ま

た、少子化を喰い止めたいのに少子化を前

提とした計画の立て方になっているのはな

ぜか。 

 

1件 

ニーズ量は、平成20年度に実施したニーズ調査結

果をもとに、国から配布されたワークシートを用い

て人口推計を行い、そこから算出した推計値です。

目標事業量は、ニーズ量に基づき、現在の整備状況

や今後の実現性等を総合的に勘案して設定しまし

た。 

5 横文字が多すぎる（パブリックコメント、

ソーシャルワーク、ユニバーサルデザイン

等）。日本語で表現するべき。 1件 

外来語、いわゆる横文字のうち、区民の皆様に馴染

みが薄いと思われる言葉については、最小限の使用

に止めます。また、やむを得ず横文字を用いた場合

には、用語解説やコラム等の挿入を行います。 

 

6 世田谷区といっても広いので、地域によっ

て格差があるように感じる。私の住む地域

は大きなスーパーやデパートがなく、子ど

もたちが遊べる広い公園や室内スペースが

少ない。雨の日でも気兼ねなく買物や食

事、遊べる施設がほしい。 

2件 

子育て支援を含む区の公共サービスについては、地

域格差の生じないよう提供していくことが重要と考

えています。 

いただいたご意見については、まちづくりの関係部

局とも連携しながら、今後の施策・事業を検討する

際の参考とさせていただきます。 

 

7 「教育ビジョン」や「健康せたがやプラ

ン」等、大きな施策計画との連携はどのよ

うにするのか。 

2件 

計画の推進に当たっては、全庁的な会議体である

「次世代育成支援推進委員会」を運営し各計画と連

携していきます。 

本計画と「教育ビジョン」あるいは「健康せたがやプ

ラン」との役割分担と具体的な連携方策については本

委員会で相互の整合性も含め検証していきます。 
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8 社会情勢の急激な変化の中でニーズは多様

化しており、それらに答えていくのは大変

な作業である。そのような中で世田谷区子

ども計画は区民一人ひとりにより身近なも

のとして、実現に向けて強力に推進すべき

である。 

2件 

本計画の全体目標は「すべての子どもが『自分は愛

されて（大切にされて）いる』と感じられる家庭的

な養育環境を保護者・地域・行政が協働して整え

る」としています。 

ご指摘いただいたとおり、区民の皆様のご理解・ご

協力をいただきながら、着実な計画の推進に努めて

まいります。 

 

１１．その他のご意見 11件
 

１ 世の中には子どものいない人、できない人

がたくさんいるのに、なぜ子育て世帯ばか

り支援するのか。 1件 

本計画は、「次世代育成支援対策推進法」に基づく世

田谷区の行動計画であるとともに、子ども条例に基づ

く推進計画であり、子どもや子育て中の保護者を対象

とした計画になっております。 

 

２ 子ども、親も含めて甘やかした考え、支援

は避けてもらいたい。 

1件 

本計画では「すべての子どもが『自分は愛されて

（大切にされて）いる』と感じられる家庭的な養育

環境を保護者・地域・行政が協働して整える」とい

う全体目標のほか、「子どもの成長」「親の子育て

力の発揮」「地域の子育て力の向上」を基本目標に

しており、子どもが自ら成長し育つ力を伸ばし、親

が子どもとともに成長し子どもを育てる力を自らで

高めることを基本とし、その力が発揮できない場合

に適切な支援をすることとしております。 

 

３ 上記以外のご意見 
9件 

 

合 計 406件  
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